


















 

以上、1 歳 6 か月と 3 歳児健診の事後措置のシステムを機能化させるにあたって、とくに

重要左項目をとりあげ検討を加えてみた。 

乳幼児健診は従来のように身体上の問題のみで終ってよかった時代から、いやおうなく発

達上の問題にもかかわってこなければならない時代になっている。必然的にそこでは 1回

の健診による判断が困難.あるいは数回の指導が必要なケースが増える結果となった。事後

措置のシステム化が求められる必然性がここにある。しかし、システムはその運用がうま

く機能化してはじめて高く評価される。 

システム運用の向上はそこにかかわる関係者が、健診の目的を抽象的,観念的でなく、科学

的に把握しておくことがもっとも大切な点であろう。問題となる内容の種類と頻度.それぞ

れに潜在している問題点.将来への予測性などについてつねに研究.教育.討論が必要であ

る。児の発達という流れの中にたてば、事後システムは一次健診と療育指導との中間にた

つ。発達に関するより専門的左観察.分析.評価.指導が求められる。指導は環境面医療的内

容.福祉的内容と多方面にわたる。ここでは医師の能力が求められているとともに、保健婦

のガイド役がもっとも必要とされる。今日の乳幼児保健の中で保健婦だけがもっている立

場といえよう。 


